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                                          平成20年11月10日 

各    位                                    

                                                   会 社 名 ＶＴホールディングス株式会社 

                                                  代 表 者 名 代表取締役社長 高 橋 一 穂 

                          （コード番号 ７５９３  名証第 2部、大証HC） 

                                  問合わせ先 取締役管理本部長 山 内 一 郎 

                                                   （ＴＥＬ  ０５２－２０３－９５００） 

 

平成 21 年 3 月期 通期業績予想の修正及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向を踏まえ、平成 20 年 5 月 15 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしました。ま

た、平成 21 年 3 月期第 2 四半期累計期間において、特別損失が発生いたしましたので、あわせてお知らせ

いたします。 

 

記 

 
１ 平成 21 年 3 月期通期（平成 20年 4月 1日～平成 21 年 3月 31 日） 連結業績予想数値の修正 

（単位：百万円，％） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 110,000 3,300 3,000 1,100 32.43

今回修正予想（Ｂ） 103,000 3,300 2,900 800 23.74

増 減額（Ｂ－Ａ） △7,000 ― △100 △300 ―

増 減 率 （ ％ ） △6.4 ― △3.3 △27.3 ―

（ご参考）前期実績 

（平成 20年 3 月期） 
107,976 3,370 3,059 1,161 34.02

 

２ 平成 21 年 3 月期通期（平成 20年 4月 1日～平成 21 年 3月 31 日） 個別業績予想数値の修正 
（単位：百万円，％） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 930 230 140 110 3.24

今回修正予想（Ｂ） 1,220 410 380 130 3.86

増 減額（Ｂ－Ａ） 290 180 240 20 ―

増 減 率 （ ％ ） 31.2 78.3 171.4 18.2 ―

（ご参考）前期実績 

（平成 20年 3 月期） 
1,307 579 821 418 12.27

 
３ 業績予想修正の理由 

〔連結業績予想修正の理由〕 

 当社グループの中核事業であります自動車販売関連事業につきましては、国内新車販売の低迷が続く厳

しい環境の中で、新車、中古車とも販売台数が減少し、連結売上高は 103,000 百万円と当初予想を下回る

見込みですが、「新車販売に左右されない企業体質」をテーマに、中古車部門やサービス部門の収益性の

改善に注力し、また、環境関連事業をはじめその他事業も概ね好調に推移しており、営業利益は 3,300 百
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万円、経常利益は 2,900 百万円とほぼ当初予想を達成できる見込みとなりました。 

 また、当期純利益は、平成 21 年 3 月期第 2四半期連結累計期間において下記「４ 特別損失の発生」に

ある特別損失が発生したため、下期に利益対策を実施することといたしましたが、株式市場の先行きが不

透明であり当初予想を上回る投資有価証券評価損が発生することを想定し800百万円となる見込みであり

ます。 

 

〔個別業績予想修正の理由〕 

 個別業績につきましては、概ね当初予想通り推移しておりましたが、平成 21 年 3 月期第 2 四半期累計

期間において関係会社株式評価損が 767 百万円発生したため下期に利益対策を実施することとし、売上高

は 1,220 百万円、営業利益は 410 百万円、経常利益は 380 百万円、当期純利益は 130 百万円となる見込み

となりました。 

 なお、関係会社株式評価損は個別決算固有の処理であり、連結業績に与える影響はございません。 

 

４ 特別損失の発生 

  （連結） 

 第 2 四半期連結累計期間において特別損失 680 百万円を計上しており、主なものは、次の通りであ

ります。 

（1） 店舗の統廃合による固定資産売却損及び除却損（197 百万円） 

（2） 国内株式市場の低迷によりその他有価証券の時価が著しく下落したため計上した投資有価証券

評価損（180 百万円） 

（3） 一部の債権について、回収可能性を検討した結果、貸倒懸念があるものについて計上した貸倒

引当金繰入額（102 百万円） 

 なお、第 2四半期連結累計期間の四半期純利益につきましては、平成 20 年 11 月 4 日「平成 21 年 3

月期第 2四半期累計期間業績予想の修正に関するお知らせ」にもあるとおり、特別損失により当初予

想から 170 百万円減の△70 百万円となっておりますが、これは当初予想では特別損失を 510 百万円と

見込んでいたものが、680 百万円に増加したことによります。 

 

  （個別） 

 個別につきましても、特別損失を計上しておりますが、そのうち主なものについては平成 20 年 10

月 3 日「平成 21 年 3月期 第 2四半期末の関係会社株式評価損に関するお知らせ」ですでに発表して

おります。 

 

※上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したもので、実際の業績は、今後

の様々な要因によって上記予想数値と異なる場合があります。 

以  上 
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